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補
正
予
算
に
関
す
る
議
案
は
、
一
般

会
計
、
下
水
道
特
別
会
計
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
ほ
か
計
８
件
で
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

10
億
７
、
１
８
６
万
９
千
円
の
増
額
を

行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
８
８
２
億
６
、
９
７
２
万
４
千
円
に

な
り
ま
し
た
。

お
も
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。

■
松
葉
道
北
岩
岡
線
道
路
築
造
事
業

６
、
８
８
９
万
円

北
野
下
富
線
の
用
地
取
得
が
困
難
と

な
り
、
国
庫
補
助
金
の
充
当
で
、
土
地

開
発
公
社
で
先
行
取
得
し
た
本
事
業
の

土
地
を
買
い
戻
し
ま
す
。

■
生
活
保
護
扶
助
費

７
億
４
、
１
８
４
万
６
千
円

平
成
20
年
度
下
半
期
か
ら
の
経
済
不

況
を
受
け
、
失
業
者
等
の
増
加
で
生
活

保
護
世
帯
が
急
増
し
た
も
の
で
す
。

■
中
央
公
民
館
施
設
床
取
得
購
入
事
業

８
、
１
２
２
万
７
千
円

■
図
書
館
分
館
施
設
床
取
得
購
入
事
業

４
、
０
０
０
万
円

平
成
22
年
２
月
の
（
仮
称
）
所
沢
元

町
北
地
区
公
益
施
設
の
竣
工
に
伴
い
、

当
該
専
用
部
分
を
購
入
取
得
し
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て
は
、
13
億
９
１
３
万
２
千
円

の
増
額
を
行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の

予
算
総
額
は
３
３
８
億
３
、
０
７
９
万

８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
受
診
件
数
の
増
加
に
よ
る
増
額

等
の
ほ
か
、
今
後
の
国
保
財
政
の
安
定

化
の
た
め
に
、
繰
越
金
の
一
部
を
基
金

に
積
み
立
て
る
も
の
で
す
。
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40議案（決算を含む）中、意見が分かれた
議案に対する会派の態度
○　賛　成
×　反　対

市
民
ク
ラ
ブ

公　

明　

党

日
本
共
産
党

会
派
「
翔
」

自
由
民
主
党

共　
　
　

生

民　

主　

党

結　
　
　

果

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル

会
派
「
礎
」

平成21年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算

（討論については4・5ページ参照）

所沢市元町コミュニティ広場条例制定

（７人）（６人）（６人）（４人）（４人）（３人）（２人）（１人）（１人）

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

認　定

○ ３人
× １人

○ ３人
× １人

○ ３人
× １人

○ ３人
× １人

平成20年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

平成20年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

平成20年度所沢市一般会計歳入歳出決算

所沢市文化会館設置及び管理条例を廃止する条例制定

所沢市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を
改正する条例制定

所沢市重度心身障害福祉手当支給条例の一部を改正する
条例制定

所沢市元町地下駐車場条例制定
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○

○
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（記名投票）

認　定

認　定

平成21年 第４回（12月）定例会

平成21年第４回（12月）定例会は、11月30
日から12月16日までの17日間の会期で開会さ
れました。
市長からは、一般会計補正等の予算関係８件、

元町コミュニティ広場条例の制定など条例関係
14件ほか、計28件の議案が提出されました。

提出された議案は、いずれも原案どおり可決
しました。また、閉会中の継続審査になってい
た平成20年度決算12件は、すべて認定されまし
た（討論は４ページを参照）。

議員からは、４件の意見書が提出され、いず
れも可決しました。

を可決しましたを可決しましたを可決しましたを可決しました
件件4040

補
正
予
算

補
正
予
算

−−−おもな議案の概要 −−−

積
み
立
て
る
基
金
は
何
に
使

う
も
の
な
の
か
。
基
金
が
な
い

場
合
、
何
の
財
源
で
補
う
の
か
。

基
金
は
保
険
給
付
費
に
充
当

す
る
。
不
足
時
に
は
、
一
般
会

計
か
ら
運
営
費
の
補
助
で
充
当
す
る
。

「
所
沢
市
元
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

条
例
」
、「
同
元
町
地
下
駐
車
場
条
例
」

の
２
件
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」
ほ

か
計
11
件
の
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た

ほ
か
、
「
所
沢
市
文
化
会
館
設
置
及
び

管
理
条
例
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

■
所
沢
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
改
正

現
在
の
厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
、

民
間
賞
与
や
国
、
県
等
の
状
況
を
勘
案

し
、
市
議
会
議
員
、
市
長
等
の
期
末
手

当
の
支
給
月
数
を
引
き
下
げ
ま
す
。

■
所
沢
市
一
般
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正

平
成
21
年
８
月
の
人
事
院
勧
告
を
受

け
、
当
市
の
一
般
職
員
の
給
与
に
つ
い

て
も
国
家
公
務
員
に
準
じ
た
給
与
等
の

引
き
下
げ
措
置
を
行
い
ま
す
。

■
所
沢
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
12
年
の
改
定
以
来
９
年
が
経
過

し
、
事
業
系
ご
み
の
処
分
手
数
料
に
、

処
理
原
価
と
の
乖�

�

離�

や
近
隣
自
治
体
と

の
料
金
格
差
が
生
じ
た
た
め
、
現
行
の

10
キ
ロ
グ
ラ
ム
１
５
０
円
（
税
別
）
を

２
０
０
円
（
税
込
）
に
改
め
ま
す
。

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

の
審
議
を
経
て
、
２
０
０
円
に

な
っ
た
根
拠
を
伺
い
た
い
。

処
理
原
価
に
対
す
る
手
数
料

の
割
合
が
、
現
在
の
約
45
％
か

ら
約
58
％
に
改
善
で
き
、
近
隣
自
治
体

と
の
バ
ラ
ン
ス
も
県
内
40
市
中
７
番
目

に
な
る
。
ま
た
、
不
景
気
の
中
で
も
妥

当
な
金
額
と
し
て
決
定
し
た
。

■
所
沢
市
立
中
央
公
民
館
等
の
取
得

地
区
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
と
活
力
の
再

生
を
目
的
に
、
中
心
市
街
地
活
性
化
の

拠
点
の
形
成
を
目
指
し
、
所
沢
元
町
北

地
区
の
再
開
発
事
業
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
同
地
区
公
益
施
設
の
完
成

に
伴
い
、
中
央
公
民
館
、
所
沢
図
書
館

所
沢
分
館
、
所
沢
出
張
所
、
公
共
駐
車

場
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

取
得
金
額

56
億
６
、
５
１
０
万
１
０

０
円

取
得
の
相
手
方

独
立
行
政
法
人
都
市

再
生
機
構
埼
玉
地
域
支
社

討 論討 論討 論
議案に 賛成×反対します議案に賛成×反対します議案に 賛成×反対します

条
例
関
係

条
例
関
係

財
産
取
得・工
事
契
約

財
産
取
得・工
事
契
約

■国民健康保険特別会計補正予算
●反対●
�取りすぎた国民健康保険税は、基
金に積み立てるのではなく、被保
険者に返還すべきである。

●賛成●
�医療を取り巻く現状、市の財政状
況等を踏まえ、安全安心の医療提
供につながるものである。

■所沢市元町地下駐車場条例制定

■所沢市重度心身障害福祉手当支給条例の一部改正
●反対●
�障害福祉手当は多くの障害者の生
活を応援する手立てであり、市単
独でも引き続き全額支給する他市
の姿勢に学ぶべきである。

●賛成●
�継続支給を求めて県と話し合った
結果のやむを得ない改正である。

�65歳以上の方を高齢者施策で進め
ていくことはやむを得ない。

■所沢市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正
●反対●
�手数料２００円では低額すぎて、
適正価格と資源循環という手数料
値上げの目的が達成できない。

●賛成●
�審議会の答申を尊重したもので、
景気が未だ回復していない経済情
勢にあって妥当な金額である。

■所沢市文化会館設置及び管理条例を廃止する条例制定
●反対●
�跡地利用の決定まで、必要な補強
や代替施設の確保等で、市民サー
ビスの維持を検討すべきである。

●賛成●
�耐震基準を満たさず、改修には多
額な予算がかかる。全市的には公
民館等の充実が図られている。

完成間近の（仮称）所沢
▶元町北地区公益施設

●
11
月
30
日

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

提
案
理
由
の
説
明
・
議
案

説
明

議
案
質
疑
・
採
決（
先
議
）

本
会
議

議
案
質
疑

●
12
月
1
日

●
12
月
3
日

委
員
会

議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査

●
12
月
4
日

●
12
月
15
日

●
12
月
16
日

●
12
月
8・9・10・11・14
日

常
任
委
員
長
お
よ
び

議
会
運
営
委
員
長
報
告
・

質
疑

討
論
・
採
決

追
加
議
案
の
上
程
・
採
決

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・

採
決

決
算
特
別
委
員
長
報
告
・

討
論
・
採
決

常
任
委
員
長
報
告（
特
定

事
件
）

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

12
月
定
例
会
の
動
き

12
月
定
例
会
の
動
き

●反対●
�無料を有料にし、障害者等への減
免制度も無いなど、公民館のあり
方を大きく変える内容である。

●賛成●
�中心市街地の商業振興の目的に照
らし、駐車料金や管理について、
現時点で妥当である。



■
し
尿
処
理
施
設
整
備
工
事
契
約

契
約
金
額

８
億
１
、
３
７
５
万
円

契
約
の
相
手
方

荏
原
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
東
京
支
店

■
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

任
期
満
了
に
伴
い
、
後
任
と
し
て
次

の
委
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

・
小
野
民
夫
氏
（
59
歳
／
中
富
南
）

■
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の

規
約
変
更
に
つ
い
て

■
所
沢
市
福
祉
資
金
貸
付
金
の
償
還

の
免
除
に
つ
い
て

■
市
道
路
線
の
認
定
　
　
　
　
５
路
線

議
員
か
ら
は
４
件
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
（
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
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人
事
案
件・そ
の
他

人
事
案
件・そ
の
他

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

議
員

ご
み
収
集
業
務
に
つ
い
て
、
直

営
と
委
託
収
集
に
差
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
委
託
収
集
は
き
ち
ん
と
で
き
て

い
る
か
。
荷
箱
検
査
の
充
実
や
状
況
の

把
握
は
必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長

現
在
市
内
の
ご

み
収
集
業
務
は
、
32
パ
ー
セ
ン
ト
を
民

間
に
委
託
し
て
い
る
。
受
託
業
者
に
は
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
公
共
業
務
を
行

う
こ
と
を
念
頭
に
置
く
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
荷
箱
検
査
は
現
在
年
１
回
実
施

し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
充
実
を
図
り
た
い
。
収
集
量
は

毎
月
報
告
書
に
よ
り
確
認
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員

現
在
策
定
中
の
緑
の
基
本
計
画

や
環
境
基
本
計
画
に
お
い
て
、
湿
地
・

湧
水
の
保
全
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

て
い
く
の
か
。

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長

現
在
実
施
し
て

い
る
緑
の
基
本
計
画
の
基
礎
調
査
に
お

い
て
、
緑
の
評
価
に
つ
い
て
新
た
に
生

物
多
様
性
に
関
す
る
評
価
視
点
を
導
入

し
た
。
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
も
、

推
進
委
員
会
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施

し
て
お
り
、
湿
地
・
湧
水
の
保
全
を
重

要
な
事
項
と
し
て
両
基
本
計
画
に
位
置

づ
け
て
い
き
た
い
。

議
員

市
内
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
に
か
な
り
の
予
算
が
投
じ
ら

れ
、
上
安
松
下
地
区
だ
け
が
残
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
抜
本
的
な
雨
水
対
策

の
検
討
方
法
を
伺
い
た
い
。

下
水
道
部
長

当
該
地
域
は
、
地
形
的

に
高
低
差
が
大
分
あ
り
、
道
路
が
狭
く

曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
と
い
う
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
将
来
大
規
模
開
発
や
道

路
の
整
備
が
さ
れ
る
時
に
、
雨
水
管
を

整
備
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

平成20年度決算を認定しました

国保および後期高齢者医療特別会計・一般会計歳入歳出決算
■決算認定に反対します

後期高齢者医療制度は混乱の元凶
で、国保会計は便乗値上げである。

航空公園野球場への支出は違法、
住基ネット等無駄な業務や年金天引
き、少数意見排除の会議運営は認め
られない。児童クラブ運営の公募や
保育園民営化は責務怠慢で、同運営
審議会の対応やごみ収集の業者固定
は不自然である。反対の多い区画整
理、再開発は終了すべきである。

■決算認定に賛成します
後期高齢者医療、国保特別会計は

おおむね適正に執行されている。
航空公園野球場への支出は妥当、

住基ネット、利便性向上のシステム
運営等は適切な支出だと判断する。
児童クラブ運営の公募、保育園民営
化、ごみ収集民間委託、市立幼稚園
の協議会運営も適正である。民間・
住民主導のまちづくりの展開、支援
への経費も適切に執行されている。�

一一
般
質
問

般
質
問

市
政
に
対
す
る

12月定例会では、26人
が一般質問を行いました。
質問は各議員の多くの

質問項目中１項目だけが
掲載されています。
なお、すべての質問項

目は市議会ホームページ
でご覧になれます。

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

質
問
者 ご

み
の
委
託
収
集
の

検
査
体
制
を
し
っ
か
り

日
本
共
産
党
　
菅
原
恵
子▲委託収集車によるごみ収集の様子

質
問
者 生

物
多
様
性
の
観
点
か
ら

湿
地
・
湧
水
は
重
要

共
生
　
脇
　
晴
代

議
員

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
実
証
試

験
に
つ
い
て
、
基
準
値
以
下
で
は
あ
る

が
数
値
の
変
化
が
出
て
い
る
。
報
告
書

だ
け
で
な
く
、
要
因
を
一
層
調
査
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
実
証
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

百
億
分
の
一
以
下
の
数
値
を
扱
っ
て
い

る
た
め
、
あ
る
程
度
の
誤
差
と
も
考
え

ら
れ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
検

討
委
員
が
４
人
お
り
、
そ
れ
ら
の
専
門

家
の
意
見
を
参
考
に
し
た
い
。

議
員

西
武
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
る
所

沢
駅
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
南
側
自
由

通
路
に
、
子
育
て
支
援
の
施
設
や
公
共

施
設
を
設
置
す
る
よ
う
以
前
要
望
を
出

し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
協
議
が
さ
れ
て

い
る
の
か
。

街
づ
く
り
計
画
部
長

子
育
て
支
援
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
育
成
支
援

地
域
協
議
会
か
ら
の
提
言
内
容
に
沿
う

よ
う
、
検
討
・
配
慮
を
お
願
い
し
て
い

る
。
ま
た
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
今

後
さ
ら
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

議
員

元
町
北
地
区
第
一
種
再
開
発
事

業
に
つ
い
て
、
公
益
施
設
の
取
得
価
額

が
、
事
業
計
画
当
初
と
完
了
時
点
で
の

見
込
み
を
比
べ
、
19
億
円
程
度
も
減
額

と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

中
心
市
街
地
整
備
担
当
理
事

事
業
計

画
当
初
と
完
了
時
点
で
の
差
額
は
、
工

事
費
の
大
幅
な
減
額
、
外
構
工
事
に
つ

い
て
も
低
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
、

最
終
的
に
保
留
床
の
価
格
が
下
が
っ
た

こ
と
に
よ
る
。

議
員

平
成
21
年
度
と
22
年
度
で
、
新

た
に
３
つ
の
法
人
の
児
童
ク
ラ
ブ
が
で

き
る
こ
と
に
な
る
。
保
護
者
の
安
心
の

た
め
に
も
、
今
こ
そ
指
導
員
の
専
門
性

も
盛
り
込
み
、
市
独
自
の
保
育
基
準
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
ど
も
未
来
部
長

現
在
の
児
童
ク
ラ

ブ
は
国
や
県
の
運
営
基
準
を
準
用
し
て

い
る
。
今
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
室
希

望
者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
さ
ら
な
る

質
の
向
上
、
適
正
規
模
の
確
保
が
重
要

と
な
る
た
め
、
現
在
の
運
営
状
況
や
意

見
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

現
在
約
80
の
自
治
体
で
、
ご
当

地
検
定
が
さ
れ
て
い
る
が
、
当
市
で
も

こ
う
し
た
検
定
の
実
施
に
つ
い
て
検
討

で
き
な
い
か
。

市
長

所
沢
検
定
と
い
っ
た
事
業
に
よ

り
、
市
民
が
市
の
良
さ
を
再
確
認
し
て

愛
着
と
誇
り
を
持
つ
と
い
う
効
果
が
あ

り
、
当
市
の
良
さ
を
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
と
い
う
効
果
も
期
待
で
き
る
。
平

成
22
年
は
市
制
施
行
60
周
年
の
年
で
も

あ
る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

議
員

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ミ
ュ
ー

ズ
は
、
自
動
ド
ア
へ
の
改
修
や
手
す
り

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
の
予
定
を
伺

い
た
い
。

市
民
経
済
部
長

ト
イ
レ
の
自
動
手
洗

い
水
栓
化
や
、
地
下
駐
車
場
か
ら
管
理

棟
へ
の
出
入
り
口
を
自
動
ド
ア
に
改
修

す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
開
館
以

来
16
年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
施
設

の
経
年
劣
化
も
考
慮
し
な
が
ら
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

新
学
習
指
導
要
領
の
中
で
、
道

徳
を
単
位
と
し
て
確
保
す
る
と
い
う
話

は
現
時
点
で
は
見
送
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
道
徳
教
育
を
学
校
現
場
で

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
。

学
校
教
育
部
長

学
校
で
は
、
生
活
の

ル
ー
ル
、
他
者
と
の
関
係
作
り
、
命
の

大
切
さ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
道
徳

教
育
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
特
色
あ
る

学
校
作
り
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
通
じ
、
道
徳
の

実
践
の
場
と
し
て
地
域
を
生
か
し
た
教

育
活
動
も
推
進
し
て
い
る
。

議
員

将
来
多
重
債
務
者
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
防
い
で
い
く
た
め
に
は
、
社
会

に
出
る
前
の
金
融
経
済
教
育
が
必
要
で

あ
る
。
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る

取
り
組
み
を
具
体
的
に
伺
い
た
い
。

教
育
長

授
業
科
目
の
中
で
、
小
学
校

で
は
「
買
物
名
人
に
な
ろ
う
」
等
の
学

習
を
、
中
学
校
で
は
「
家
計
簿
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
働
く
こ
と
の
尊
さ
」

等
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を

通
し
、
計
画
性
や
自
己
管
理
の
大
切
さ

を
学
ん
で
い
る
。

議
員

東
京
都
は
、
学
校
問
題
の
解
決

の
対
応
策
と
し
て
、
校
長
Ｏ
Ｂ
、
専
門

家
、
第
三
者
委
員
会
と
、
段
階
的
に
協

議
し
て
い
く
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開

設
し
た
。
本
市
で
も
、
学
校
や
教
師
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
体
制
は
あ
る
の
か
。

教
育
長

当
市
で
は
、
学
校
問
題
が
発

生
し
た
際
、
健
や
か
輝
き
支
援
室
が
対

応
し
て
い
る
。
こ
れ
は
心
理
士
や
校
長

Ｏ
Ｂ
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
、
民
生
委
員
等
も

入
っ
て
お
り
、
問
題
の
ケ
ー
ス
に
よ
り

チ
ー
ム
を
組
み
替
え
対
応
し
て
い
る
。

質
問
者 わ

ず
か
な
数
値
差
で
も

要
因
を
調
査
す
べ
き

日
本
共
産
党
　
城
下
師
子

質
問
者 今

後
の
道
徳
教
育

現
場
で
の
指
導
は

自
由
民
主
党
　
石
井
　
弘

質
問
者

日
本
共
産
党
　
矢
作
い
づ
み

入
室
増
加
の
児
童
ク
ラ
ブ

市
の
保
育
基
準
を

質
問
者 所

沢
駅
自
由
通
路
へ
の

要
望
の
そ
の
後
は

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　
浅
野
美
恵
子

質
問
者 市

民
の
利
用
し
や
す
い

ミ
ュ
ー
ズ
に
向
け
て

市
民
ク
ラ
ブ
　
岡
田
静
佳

▲現在の所沢駅西口（日吉町）

▲手すりのついたマーキーホール正面の階段

市の歳入・歳出予算の執行が正しく行われているかに
ついては、決算特別委員会を設置して審査しています。

９月定例会に提出された平成20年度決算は、閉会中に
同委員会で審査され、12月定例会で討論を行い、採決の
結果、決算はすべて認定されました。

質
問
者 住

民
の
安
心
の
た
め
に

抜
本
的
な
雨
水
対
策
を

会
派
「
翔
」
　
安
田
義
広

質
問
者 元

町
再
開
発
事
業

大
幅
な
減
額
は
な
ぜ
？

会
派
「
翔
」
　
高
田
昌
彦

教教
育
・
文
育
・
文
化化

教
育
・
文
化

質
問
者

他
に
誇
れ
る
所
沢
の

ご
当
地
検
定
を
！

市
民
ク
ラ
ブ
　
杉
田
忠
彦

質
問
者

多
重
債
務
を
防
ぐ
た
め
の

金
融
経
済
教
育

市
民
ク
ラ
ブ
　
荻
野
泰
男

質
問
者

学
校
や
教
師
を

支
え
る
体
制
を
！

公
明
党
　
西
沢
一
郎



市
長

民
生
費
の
増
加
は
、
社
会
的
要

因
へ
の
対
応
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

他
市
に
比
べ
て
高
い
割
合
で
あ
り
、
そ

の
点
で
は
福
祉
都
市
と
言
え
る
。
し
か

し
今
後
の
財
政
状
況
は
さ
ら
に
厳
し
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
福
祉

の
分
野
に
偏
ら
ず
、
市
民
負
担
や
事
業

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
な
が
ら
行

政
運
営
に
取
り
組
み
た
い
。

議
員

国
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
26

年
後
の
当
市
の
高
齢
化
率
は
、
37
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
と
県
内
で
最
も
高
く
な
る

と
い
う
。
企
業
誘
致
や
市
内
企
業
の
活

性
化
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
を
創
出
し
て

若
い
世
代
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
が
、
人

口
増
に
直
結
す
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

企
業
誘
致
は
、
雇
用
の
機
会
の

確
保
に
大
変
効
果
的
な
の
で
、
積
極
的

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
市
内
に
は

高
度
な
技
術
力
を
持
つ
中
小
企
業
が
多

い
の
で
、
資
金
融
資
に
加
え
、
存
在
を

Ｐ
Ｒ
す
る
支
援
も
有
効
と
考
え
る
。
今

後
も
企
業
の
活
性
化
と
雇
用
創
出
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

市
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

既
存
の
古
い
シ
ス
テ
ム
か
ら
順
次
オ
ー

プ
ン
化
に
移
行
し
て
い
く
方
針
を
固
め

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
プ
ン

化
の
目
的
は
何
か
。

総
合
政
策
部
長

導
入
時
か
ら
運
用
・

保
守
に
わ
た
る
総
合
的
経
費
の
削
減
、

競
争
原
理
を
生
か
し
た
調
達
の
透
明
性

の
確
保
、
新
た
な
技
術
導
入
に
よ
る
さ

ら
な
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化
の
３

点
で
あ
る
。

議
員

平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
は
、

予
算
要
求
時
点
で
80
億
円
も
の
財
源
不

足
が
生
じ
て
い
る
。
比
較
的
現
預
金
の

あ
る
水
道
事
業
会
計
か
ら
、
剰
余
金
の

一
部
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
は
可
能
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
道
部
長

積
み
立
て
義
務
額
以
外
の

剰
余
金
は
、
翌
年
度
の
欠
損
金
の
補
填

財
源
等
と
し
て
積
み
立
て
て
お
り
、
実

際
に
は
一
般
会
計
へ
繰
り
入
れ
る
の
は

難
し
い
と
考
え
る
が
、
条
件
等
の
協
議

に
よ
っ
て
は
可
能
で
あ
る
。

（7）

ところざわ市議会だより平成22年（2010年）1月29日

（6）

ところざわ市議会だより 第153号

議
員

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
学
校
の

小
規
模
化
が
進
ん
で
い
る
。
本
市
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
伺
い
た
い
。

学
校
教
育
部
長

生
徒
一
人
ひ
と
り
に

き
め
細
か
い
指
導
が
行
き
届
く
こ
と
や

教
職
員
の
意
思
疎
通
が
図
り
や
す
い
と

い
う
利
点
を
生
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
同
様
、
地
域
と
と
も
に
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

国
民
健
康
保
険
の
特
定
健
診
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
受
診
率
に
達
し
な

い
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
支
出
が
生

じ
る
。
自
己
負
担
金
を
な
く
し
、
健
診

項
目
を
充
実
さ
せ
、
受
診
率
を
向
上
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

健
診
対
象
者
が
国
保
加
入
者
全

員
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
受
益
者
負
担

の
考
え
に
基
づ
き
自
己
負
担
金
を
お
願

い
し
て
い
る
。
健
診
項
目
は
、
国
の
基

準
に
基
づ
き
設
置
し
て
い
る
も
の
で
、

項
目
の
追
加
に
伴
う
費
用
は
国
・
県
の

助
成
対
象
外
と
な
る
た
め
、
国
保
会
計

の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

議
員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止

を
公
約
に
掲
げ
、
選
挙
で
大
勝
し
た
民

主
党
だ
が
、
こ
こ
で
廃
止
を
先
延
ば
し

に
す
る
姿
勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一

刻
も
早
く
廃
止
す
る
の
が
筋
だ
と
考
え

る
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。

市
長

平
成
23
年
の
通
常
国
会
に
関
係

法
案
が
提
出
さ
れ
、
平
成
25
年
４
月
に

新
制
度
が
開
始
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
制
度
に
向
け

て
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

議
員

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に
は
、「
団

塊
の
世
代
」
に
代
表
さ
れ
る
壮
年
層
や

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
事
業

を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
事
業
は
何
か
。

保
健
福
祉
部
長

長
生
ク
ラ
ブ
の
協
力

の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
大
会
は
、

介
護
予
防
、
引
き
こ
も
り
防
止
、
健
康

増
進
、
交
流
・
親
睦
な
ど
を
目
的
に
開

催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

議
員

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
に
あ
た
り
、
旧
庁
舎
を
改
修
し
て
設

置
す
る
と
い
う
計
画
を
断
念
し
て
か
ら

一
年
以
上
経
つ
。
建
設
地
の
方
針
は
決

定
し
た
の
か
。

市
長

未
利
用
の
市
有
地
の
活
用
策
に

つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
地
は
、
利
便
性
の

高
い
旧
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の

中
央
公
民
館
）
の
跡
地
に
決
定
し
た
。

早
い
時
期
に
基
本
的
な
跡
地
利
用
計
画

を
ま
と
め
、
協
議
し
て
い
き
た
い
。

議
員

先
の
と
こ
ろ
バ
ス
の
運
行
見
直

し
で
、
一
部
の
路
線
は
以
前
よ
り
利
用

し
に
く
く
な
り
、
今
ま
で
無
料
で
あ
っ

た
70
歳
以
上
の
人
が
有
料
と
な
っ
た
。

路
線
の
見
直
し
と
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
の
た
め
の
対
策
を
伺
い
た
い
。

市
民
経
済
部
長

利
用
状
況
や
利
用
者

の
意
見
を
参
考
に
、
よ
り
利
用
し
や
す

い
運
行
に
努
め
て
い
き
た
い
。
運
賃
に

つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
１
日
乗
車
券
や
乗
り
継
ぎ
券

の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

昨
今
の
不
況
と
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
子
ど
も
の
い
る
世

帯
の
生
活
は
大
変
逼�

�

迫�
�

し
て
い
る
。
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
対
象
年
齢
を

引
き
上
げ
ら
れ
な
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長

家
計
の
負
担
を
軽
く
し
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
来
年
度

の
早
い
時
期
に
対
象
年
齢
を
拡
大
す
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。
対
象
年
齢
を
ど

こ
ま
で
拡
大
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、

現
在
試
算
中
で
あ
る
。

議
員

市
の
施
設
内
に
お
け
る
、
授
乳

や
お
む
つ
替
え
の
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
に
つ
い
て
考
え
を
伺
い
た
い
。

こ
ど
も
未
来
部
長

授
乳
等
の
た
め
の

専
用
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
本
庁

舎
以
外
の
施
設
は
、
児
童
館
２
館
と
保

健
セ
ン
タ
ー
の
計
３
施
設
で
あ
る
。
他

の
施
設
に
お
い
て
は
、
子
育
て
支
援
策

の
一
環
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
事
業
を
実
施
す
る

中
で
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
努
め
て
い

き
た
い
。

議
員

都
市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
普
通
税
で
あ
る
固
定

資
産
税
と
一
体
で
課
税
さ
れ
る
。
法
に

規
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
説
明
責

任
の
観
点
か
ら
い
か
が
な
も
の
か
。

財
務
部
長

規
定
に
沿
い
、
課
税
客
体

や
納
税
義
務
者
、
課
税
要
件
が
同
じ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
を
併
せ
て
賦
課

徴
収
し
て
い
る
。
納
税
者
へ
の
説
明
は
、

納
税
通
知
書
に
同
封
す
る
文
書
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
る

が
、
今
後
は
広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
に
も
掲

載
す
る
な
ど
し
て
い
き
た
い
。

議
員

平
成
21
年
度
予
算
の
民
生
費
の

割
合
は
35
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
く
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
当
市
は
福
祉
都

市
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

質
問
者 都

市
計
画
税
に
つ
い
て

納
税
者
に
説
明
を

会
派
「
翔
」
　
中
村
　
太

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政

行
政
・
財
政

質
問
者

高
齢
者
に
や
さ
し
い

バ
ス
の
運
行
を

日
本
共
産
党
　
平
井
明
美

質
問
者

学
校
小
規
模
化
へ
の

今
後
の
方
策
は

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル

石
本
亮
三

質
問
者 特

定
健
康
診
査

受
診
率
の
向
上
の
た
め
に

日
本
共
産
党
　
荒
川
　
広

質
問
者

シ
ス
テ
ム
の
オ
ー
プ
ン
化
の

目
的
を
明
確
に

公
明
党
　
福
原
浩
昭

質
問
者 赤

ち
ゃ
ん
連
れ
に
は

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル

末
吉
美
帆
子

質
問
者 企

業
へ
の
支
援
で

高
齢
化
を
食
い
止
め
よ
う

民
主
党
　
水
村
篤
弘▲水道庁舎（宮本町）

議
員

国
や
地
方
自
治
体
で
行
わ
れ
て

い
る
事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
、
当
市
で

は
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
か
。

総
合
政
策
部
長

こ
れ
ま
で
、
各
地
の

動
向
を
観
察
し
な
が
ら
、
仕
分
け
活
動

の
意
義
や
効
果
に
つ
い
て
研
究
し
て
き

た
。
公
開
の
場
で
外
部
の
目
を
入
れ
て

行
う
た
め
、
行
政
・
市
民
両
者
に
と
っ

て
厳
し
い
意
見
が
出
さ
れ
る
こ
と
等
が

特
徴
的
で
あ
る
。
今
後
も
、
行
財
政
運

営
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
手
法
が
有
効

か
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

質
問
者 セ

ン
タ
ー
に
適
し
た

建
設
地
の
方
針
決
定
は

市
民
ク
ラ
ブ
　
大
石
健
一

質
問
者 目

指
す
は
福
祉
都
市
？

増
加
し
続
け
る
民
生
費

自
由
民
主
党
　
浜
野
好
明

質
問
者 高

齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業

具
体
的
な
内
容
は
？

公
明
党
　
吉
村
健
一

質
問
者 厳

し
い
経
済
状
況
の
中

子
ど
も
に
安
心
の
医
療
を

公
明
党
　
小
川
京
子

質
問
者 当

市
に
お
け
る

事
業
仕
分
け
の
検
討
は
？

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　
赤
川
洋
二

福
祉
・
医
療

福
祉
・
医
療

福
祉
・
医
療

質
問
者

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

公
約
ど
お
り
廃
止
す
べ
き

日
本
共
産
党
　
小
林
澄
子

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7
7

7

質
問
者

水
道
事
業
か
ら
一
般
会
計
へ

繰
り
出
し
の
可
能
性
は

会
派
「
翔
」
　
桑
畠
健
也

■
総
務
常
任
委
員
会

消
防
団
活
動
の
状
況
や
課
題
の
説
明

を
受
け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会

沖
縄
県
糸
満
市
で
は
次
世
代
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ー
ク
を
視
察
し
、
市
庁
舎
の
太

陽
光
発
電
設
備
を
見
学
し
ま
し
た
。

沖
縄
市
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音

市
場
、
う
る
ま
市
の
民
間
業
者
に
よ
る

再
資
源
化
装
置
を
見
学
し
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。
那
覇
市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

ま
た
、
休
止
中
の
西
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
Ｃ
系
炉
の
視
察
し
た
後
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
混
合
焼
却
実
証
試
験
結

果
に
関
す
る
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

京
都
府
京
都
市
の
御
所
南
小
学
校
で

は
、
学
校
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
調
査

し
校
内
を
視
察
し
ま
し
た
。
兵
庫
県
西

宮
市
で
は
、
保
育
所
待
機
児
童
解
消
計

画
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

大
阪
府
泉
大
津
市
で
は
学
校
の
情
報

通
信
技
術
化
に
つ
い
て
、
池
田
市
で
は

市
立
山
の
家
の
不
登
校
児
童
等
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

■
建
設
水
道
常
任
委
員
会

北
海
道
室
蘭
市
の
中
央
土
地
区
画
整

理
事
業
、
江
別
市
の
顔
づ
く
り
事
業
、

旭
川
市
の
北
彩
都
あ
さ
ひ
か
わ
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
駅
周
辺
の
現

地
視
察
を
交
え
、
調
査
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
所
沢
駅
西
口
地
区
の
都
市

計
画
の
変
更
に
関
し
て
、
参
考
人
か
ら

の
文
書
回
答
を
受
け
、
今
後
の
取
り
扱

い
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

■
議
会
運
営
委
員
会

徳
島
県
小
松
島
市
を
訪
れ
、
議
会
報

告
会
の
準
備
や
開
催
方
法
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
後
、
実
際

の
議
会
報
告
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

■
議
会
報
・
図
書
室
委
員
会

長
野
県
長
野
市
お
よ
び
愛
知
県
岡
崎

市
を
訪
れ
、
市
議
会
だ
よ
り
や
議
会
広

報
活
動
等
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

閉
会
中
の
議
会
活
動
か
ら

９月25日　建設水道常任委員会
28日　決算特別委員会

10月２日　総務常任委員会
５・13日　決算特別委員会
14日　議会報・図書室委員会
15日　決算特別委員会
19～20日　議会報・図書室委員会視察
26～28日　教育福祉常任委員会視察

市民環境常任委員会視察
27～29日　建設水道常任委員会視察

11月２日　代表者会議／議会運営委員会
４～７日　韓国安養市友好訪問
９～12日　中国常州市友好訪問
13～14日　議会運営委員会視察
17日　市民環境常任委員会
20日　代表者会議／議会運営委員会

11月30日～12月16日　第４回定例会
12月10日　議会報・図書室委員会
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★
委
員
会
会
議
録
を
公
開
し
ま
し
た
★

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
委
員
会
情
報
」→

「
常
任
委
員

会
」
の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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議
会
基
本
条
例
制
定
後
、
一
問
一
答
方
式
の
導
入

や
専
門
的
知
見
の
活
用
等
、
着
実
な
議
会
改
革
が
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可決された意見書
意見書を行政機関等

に提出し、議会として
の意思を表明します。

細菌性髄膜炎は、乳幼児に重い後遺症を引き起こし、死
亡に至る恐れが高い重篤な感染症で、その原因の75％がヒ
ブ（ヘモフィルスインフルエンザ菌ｂ型）と肺炎球菌によ
るものである。早期診断が困難なこと、発症後の治療には
限界があることなど、罹患前の予防が非常に重要で、ヒブ
や肺炎球菌による細菌性髄膜炎は乳幼児期のワクチン接種
により効果的に予防することが可能である。（中略）

医療機関においてワクチンの接種が可能となっても、任
意接種であるため費用負担が大きく、公費助成や定期接種
化等、子どもたちの命を守るための早急な対策が必要であ
る。そこで、細菌性髄膜炎の予防対策を図るため、次の事
項について、一日も早く実現されるよう強く要望する。
１．ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの有効性、安
全性を評価して、予防接種法を改正し、ヒブ重症感染症
を公費負担による定期接種対象疾患に位置付けること。

２．ワクチンの安定供給のための手立てを講じること。
提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣

子どもたちの生命を守るため、
ヒブワクチン及び肺炎球菌ワクチンの公費負担

による定期接種化を求める意見書（要旨）

私立学校は、公立学校とともに国民の教育を受ける権利
を保障する上で重要な役割を担っている。そのために、国
においては、学費の公私間格差是正を目的とした私立学校
振興助成法を昭和50年に制定し、（中略）これが、都道府
県の私学助成制度の土台となってきたのである。

しかしながら、先般、（中略）閣議決定された「経済財政
運営と構造改革に関する基本方針」では国庫補助負担金３
兆円の廃止・縮減が確認された。一定額の税財源の移譲に
ついても明らかにされているが、しかし、万一、私学への
国庫助成が廃止されることになれば、各都道府県の私学関
係予算の土台となってきた「国基準単価」は崩れ、各都道
府県の私学助成制度が根底から揺るがされる深刻な事態と
なる。（中略）私学の学園財政は一挙に逼迫し、父母負担と
教育条件の公私格差はますます開き、教育改革にも重大な
影響が出ることは必至である。（中略）

国の責務と私学の重要性に鑑み、私立学校振興助成法に
基づく国庫補助制度を堅持するとともに、私立高校以下の
国庫補助金とそれに伴う地方交付税交付金を充実し、いっ
そうの拡充を図られるよう強く要望する。併せて、父母負
担の軽減をはかるための「授業料助成」を実現すること、
専任教職員増や学級定員改善、「教育改革」の促進を目的
とした特別助成を実現することを強く要望する。
提出先 内閣総理大臣　財務大臣　文部科学大臣　

総務大臣　埼玉県知事

国の私学助成の増額と拡充に関する意見書（要旨）

所得税法第56条は家長制度の廃止により、個人単位主義
を原則としたことで、家族間で所得を分散し、不当に累進
課税を逃れる租税回避的な行為が横行することを防止する
趣旨のもと制定された条項である。（中略）

第56条で、生計を一にする配偶者その他の親族の必要経
費を認めないという例外条項を、第57条においてさらに前
条の例外規定に例外を設けて緩和するという法体系を、時
代に沿った条項に是正し、支払われた賃金については必要
経費として認めていくべきである。

よって、第56条の配偶者その他の親族の自家労賃は必要
経費と認め、時代に即した概念の元に、国の抜本的な税制
改正の議論の中で見直しを図ることを求めるものである。
提出先　衆参両院議長　内閣総理大臣　財務大臣

所得税法第56条の見直しを求める意見書（要旨）

児童扶養手当法に基づく児童扶養手当は、母子家庭のみ
を支給対象としており、父子家庭はその対象とされていな
い。近年、両者を区別しない「ひとり親家庭」という呼称
が広まりつつあるが、児童扶養手当については、児童扶養
手当法の規定により、父子家庭に支給されることはない。　
（中略）子育てにおいても母子家庭、父子家庭の別なく、
ひとり親家庭として、同じ制度のもとで療育できる社会福
祉制度の整備が緊急課題である。

よって、国会及び政府が、児童扶養手当法を改正し、父
子家庭についても支給の対象とされるよう強く要請する。
提出先　衆参両院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣

父子家庭に対する児童扶養手当の
支給を求める意見書（要旨）

次の定例会は
２月23日からの予定です。

傍聴をお待ちしています。
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請願・陳情審議の結果 （12月定例会）

○請願第10号
　所得税法第56条の廃止を求める意見書を国に提出すること

高垣 輝雄さん（山口）
　　　　　　　ほか65人

所沢民主商工会 婦人部
部長　越田 徳代さん（西新井町）

○請願第９号
　市議会情報開示のお願い


